
教職員⽀援機構弘前⼤学センター企画

充実期研修

・学校を変えていくためには、新しい取り組みが必要だと研修前は考え
ていた。研修を受ける中で、新しい取り組みよりも既存の取り組みをよ
り良く活用できるよう改善することの方が大切であると考えるように
なった。（もちろん新しい取り組みを考えることも大切。） また、改めて
の気づきとして、生徒をより良い方向へ導くためには、個人では限界が
あり、周囲や外部とのコミュニケーションやネットワークの構築が不可欠
である。同年代の先生方と交流を持てたことがありがたい。

・様々な校種や、役職・立場の先生方の実践例を聞くことができて、各
校における実情や葛藤を学ぶことができた。グループ ワークを通して、
それぞれの先生方のテーマについて深く掘り下げることができ、色々な
考え方・視点を獲得できた。これは、 実際に現場で活躍している先生方
だからこそ持ち合わせている視点であり、この研修に参加して本当によ
かったと感じる。 また、これまで多くの立場を経験されてきた教授陣
からの助言・講義を通して、中堅だけではなく、管理職としての視点・
考察を知ることができた。

 弘前大学教職大学院，青森県教育委員会が主催。
 校長に推薦された30代後半から40代の公立及び
私立学校教員（校種を問わない）対象。

 4月～11月実施。集合研修2日＋オンラインで多
忙なミドルリーダー世代が無理なく受講。

 教職大学院教員のコンサルテーションを受けなが
ら、勤務校の改善に繋がるアクション・プランを立
案・実施。最新の教育事情も学ぶ。

前年度参加者の声
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